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（様式 1−1） 提出日：2023 年 4 月 13 日 

2022 年度 大阪大学蛋白質研究所 拠点事業   

研究成果報告書 
 

（１）事業名（下記より該当事業名を選択し、ほかは削除して下さい。） 
共同研究員 

 
（２）研究代表者 
  氏名：加藤 君子 
  所属機関名・部局名・職名： 

愛知県医療療育総合センター 発達障害研究所・遺伝子医療研究部・研究員 
 

（３）研究課題名（申請時に記載したものと同じ課題名を記入して下さい。） 
 X 連鎖性疾患に着目した X 染色体不活性化および神経発生過程における 
クロマチントポロジーの意義の解明 
 

（４）蛋白質研究所受入担当教員 
  教員名：古川 貴久 教授（研究室名：分子発生学研究室） 
 
 

（５）研究成果の概要（公開） 
＊背景および目的、方法と結果、について、公開して差し支えない範囲で 1 ページ以内で記載。 

 2022 年度の共同研究は、新型コロナウィルスの影響により、予定していた実験材料の作製が完了しませ

んでした。加えて、研究代表者が事故により足を負傷したため、大阪大学蛋白質研究所に来所することが

出来ず、共同研究を実施することが出来ませんでした。 
 


